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神社の石段を駆け上がる参加者

無病息災を願い 村外からも参加していただきました

伝
統
を
守
り
伝
え
る
～
「
裸
参
り
」
～

　
２
月
20
日（
土
）
深
夜
、
沖
田
面
集
落

に
３
０
０
年
以
上
伝
わ
る
伝
統
行
事
「
裸

参
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
季
節
と
し
て
は
大
変
珍
し
い
、
雨

が
降
る
中
で
の
神
事
と
な
り
、
長
年
、
世

話
役
と
し
て
と
り
ま
と
め
て
い
る
、
高
橋

旅
館
の
髙
橋
健
生
さ
ん
は
「
こ
ん
な
天
気

は
初
め
て
の
事
で
す
。
参
加
者
に
と
っ
て

は
体
が
濡
れ
て
冷
え
る
た
め
大
変
で
す
」

と
心
配
そ
う
に
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。

地
元
住
民
と
森
林
管
理
署
上
小
阿
仁
支
署

職
員
の
他
、
村
に
民
泊
を
し
た
、
武
蔵
野

大
学
の
学
生
な
ど
村
外
か
ら
も
集
ま
り
ま

し
た
。

　
下
帯
姿
の
男
性
と
白
装
束
姿
の
女
性
ら

が
、
心
身
を
清
め
る
た
め
冷
水
で
禊み

そ
ぎ

を
行

う
と
、
集
ま
っ
た
観
客
か
ら
大
き
な
掛
け

声
が
か
け
ら
れ
、
一
斉
に
カ
メ
ラ
の
フ

ラ
ッ
シ
ュ
が
た
か
れ
ま
し
た
。

　
禊
を
済
ま
せ
た
参
加
者
ら
は
、
わ
ら
靴

に
履
き
替
え
、
白
い
息
を
吐
き
な
が
ら
凍

え
る
身
体
で
御
幣
を
手
に
約
１
キ
ロ
先
の

友
倉
神
社
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
参
道
に
は
た
い
ま
つ
が
灯
さ
れ
、
神
社

境
内
で
は
、
厄
年
を
迎
え
た
年
男
や
地
元

住
民
ら
が
太
鼓
と
拍
手
で
参
加
者
を
迎
え

入
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
全
員
が
無
事
、
神
社
で
の
お
祓

い
を
済
ま
せ
、
五
穀
豊
穣
・
無
病
息
災
・

家
内
安
全
と
繁
栄
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
２
月
20
日（
土
）
午
後
７
時
か
ら
沖
田

面
集
落
内
で
、
恒
例
の
小
正
月
行
事
「
鳥

追
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
小
中
学
生
、
地
元
住
民
ら
お
よ
そ
40
人

が
公
民
館
に
集
合
し
「
鳥
追
い
歌
」
の
練

習
を
行
い
ま
し
た
。
出
発
前
に
小
林
寛
集

落
会
長
か
ら
「
今
日
は
み
ん
な
の
元
気
な

声
で
田
畑
の
作
物
に
悪
さ
を
す
る
害
鳥
を

追
い
払
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
あ
い
に
く
の
雨
の
中
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
子
ど
も
達
は
元
気
に
傘
を
片
手

に
鳥
追
い
棒
を
鳴
ら
し
集
落
内
を
ね
り
歩

き
ま
し
た
。

　
１
時
間
ほ
ど
で
集
落
内
を
１
周
し
、
五

穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声

　
　
　
　
　
　
　「
朝
鳥
ホ
ー
イ
、ホ
イ
」

　
五
穀
豊
穣
を
祈
願

傘と鳥追い棒を握り地区を巡る



3

　会　場　道の駅かみこあに

　内　容　午前１１時〜　　　各種出店（食べ物・飲物等）

　　　　　　　　　　　　　　オープン

　　　　　午前１１時〜午後３時

　　　　　　　　　　　　　　和太鼓演奏（出演：鼓響）

　　　　　午後７時３０分頃　イベント会場万灯火の点火

　　　　　　　　　　　　　　和太鼓演奏（出演：鼓響）

　　　　　　　　　　　　　　供養花火の打ち上げ

元地域おこし協力隊の河原﨑
彩子さんの風景画展です

　●問い合わせ先 かみこあに観光物産 ☎７７－３２３８

「万灯火」

　「万灯火」は、古くから小阿仁川流域に伝わる行事で、小高い丘や田んぼで灯をと
もし、祖先の霊を慰めるものです。
　村内１５集落で行われ、春彼岸の中日の日没を待って順序に点火されます。
　春の訪れを告げる幻想的な行事をどうぞご鑑賞ください。

「万灯火」点火順序及び点火時刻

詳しくは、折込チラシをご覧ください

※点⽕時刻は万灯⽕全体に灯がとも
　る⽬安です。
※点⽕順点⽕時刻は都合により変更
　される場合があります。

無料鑑賞バス運行します

万灯火イベントを開催します !

平成２8 年３月２0 日（日）春分の日　点火 午後６：１０ ～
上小阿仁村 村内１５集落（イベントの会場は「道の駅かみこあに」）

日 時

場 所

地 区 名 点火時刻（午後）

⼩⽥瀬 ６時１０分

⼤　林 ６時１０分

沖⽥⾯ ６時１５分

⼤　海 ６時２０分

中五反沢 ６時３０分

下五反沢 ６時３５分

福　舘 ６時４０分

杉　花 ６時４５分

下仏社 ６時５０分

上仏社 ６時５５分

⽻　⽴ ７時００分

⻑信⽥ ７時０５分

⼤阿瀬 ７時１０分

堂　川 ７時１０分

小沢田
（イベント会場）

７時３０分

●問い合わせ先　産業課　☎７７－２２２３

「旅する⾵景画展
,
１６」

開催日：３月１９日（土）〜２１日（月）

時　間：午前１０時〜午後５時（２０日は午後７時）

会　場：道の駅かみこあに

　　　　秋田杉の館２階　特設会場

●同時開催
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２
月
19
日
（
金
）
上
小
阿
仁
開
発
セ
ン

タ
ー
集
会
室
で
エ
ゴ
マ
栽
培
検
討
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
初
め
に
栽
培
す
る
う
え
で

の
注
意
点
や
定
植
の
方
法
、
栽
培
密
度
や

管
理
の
仕
方
な
ど
細
か
く
説
明
が
あ
り
参

加
者
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
聞
い

て
い
ま
し
た
。
　

　
エ
ゴ
マ
に
含
ま
れ
る
栄
養
分
が
生
活
習

慣
病
予
防
に
良
い
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と

や
エ
ゴ
マ
の
持
つ
殺
菌
作
用
、
消
臭
作
用

の
説
明
。
毎
日
の
食
事
に
プ
ラ
ス
す
る
活

用
法
に
加
え
、
お
い
し
く
頂
く
調
理
法
等

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
他
の
野
菜
も
バ
ラ
ン
ス
良
く
食

べ
普
段
の
食
生
活
や
運
動
不
足
に
気
を
付

け
て
生
活
す
る
事
が
生
活
習
慣
病
の
予
防

に
効
果
的
で
あ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
　

　
参
加
者
か
ら
は
肥
料
を
ど
の
程
度
与
え

た
ら
良
い
か
、
連
作
障
害
が
な
い
か
な
ど

実
際
に
栽
培
を
行
う
上
で
の
質
問
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　
２
月
６
日
（
土
）
道
の
駅
か
み
こ
あ
に

で
ス
イ
ー
ツ
大
展
示
会
・
試
食
会
が
行
わ

れ
、
道
の
駅
を
訪
れ
た
方
や
地
元
住
民
の

方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
村
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
特
産
品
（
食
用

ほ
お
ず
き
、
こ
は
ぜ
）
を
使
用
し
、
考
案

し
た
新
作
ス
イ
ー
ツ
と
、
昨
年
、
学
校
給

食
甲
子
園
で
準
優
勝
と
牛
乳
・
乳
製
品
部

門
賞
を
獲
得
し
た
「
ほ
お
ず
き
ミ
ル
ク
プ

リ
ン
」
が
出
展
さ
れ
多
く
の
方
に
試
食
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　
試
食
を
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
こ
は
ぜ
も

ほ
お
ず
き
も
初
め
て
食
べ
た
が
、
こ
ん
な

に
も
お
い
し
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
」「
給
食
甲
子
園
で
準
優
勝
に
輝
い
た

給
食
の
味
を
堪
能
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
」
と
い
っ
た
声
や
、
今
後
、
商
品
化
し

て
是
非
売
っ
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
意
見
も

あ
が
り
ま
し
た
。

　
当
日
紹
介
さ
れ
た
ス
イ
ー
ツ
は
か
み
こ

あ
に
観
光
物
産
で
商
品
化
も
検
討
さ
れ
ま

す
。

手にとって確かめました

様々な意見を頂きました

こはぜアンパン・パウンドケーキ

ほおずきクラフティ・乾燥ほおずき入りバターもち

夏ちゃんマーラカオ

ほおずきミルクプリン

上
小
阿
仁
村
の
新
し
い
グ
ル
メ

上
小
阿
仁
ス
イ
ー
ツ
大
展
示
会
・
試
食
会

エ
ゴ
マ
で
村
も
村
民
も
元
気
に

エ
ゴ
マ
栽
培
検
討
会
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２
月
29
日
（
月
）
上
小
阿
仁
村
役
場
に

お
い
て
北
秋
田
警
察
署
と
緊
急
時
の
防
災

無
線
を
活
用
し
た
情
報
伝
達
の
利
用
に
つ

い
て
取
り
決
め
た
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
事
件
・
事
故
等
重
要
突
発
事

案
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
に
お
い
て
、
防

災
広
報
無
線
を
活
用
し
て
警
察
情
報
を
住

民
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
　

○
住
民
の
生
命
、
財
産
に
重
大
な
危
害
が

　
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

○
児
童
に
対
す
る
声
掛
け
事
案
発
生
時

○
早
急
に
行
方
不
明
者
の
安
全
を
確
保
す

　
る
必
要
が
あ
る
場
合

　
こ
う
い
っ
た
場
合
に
村
の
防
災
広
報
無

線
で
放
送
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
２
月
18
日
（
木
）
北
秋
田
市
消
防
本
部

上
小
阿
仁
分
署
へ
新
型
の
水
槽
付
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
が
配
備
さ
れ
、
関
係
者
の
出

席
の
も
と
安
全
祈
願
祭
の
神
事
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
車
両
は
、
平
成
11
年
12
月
に
配
置

さ
れ
16
年
間
運
用
し
た
水
槽
付
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
の
更
新
と
し
て
導
入
さ
れ
ま
し

た
。

　
火
災
対
応
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
交
通

事
故
や
山
岳
事
故
に
も
対
応
で
き
る
車
両

と
し
、
機
材
も
一
部
配
備
し
ま
し
た
。

　
新
車
両
は
四
輪
駆
動
で
、
水
槽
２
ト

ン
、
電
動
ウ
イ
ン
チ
（
牽
引
力
最
大
５
ト

ン
）
を
装
備
し
、
迅
速
な
初
期
消
火
と
救

助
等
を
要
す
る
災
害
時
に
威
力
を
発
揮
し

ま
す
。

　
ま
た
、
夜
間
で
も
活
動
が
し
や
す
い
よ

う
90
Ｗ
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
４
灯
を
採
用
し
て
お

り
、
今
後
、
村
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
の
力
強
い
味
方
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　
購
入
金
額

　
　
５
、５
０
８
万
円
（
税
込
）

　
契
約
会
社

　（
株
）　
能
代
消
防
セ
ン
タ
ー

　（
車
両
ぎ
装
会
社
）

　（
株
）
モ
リ
タ
　

調印式

祈祷を行い安全祈願

様々な装備品を搭載

　
２
月
19
日（
金
）
秋
田
県
庁
地
下
に
あ

る
食
堂
で
全
国
学
校
給
食
甲
子
園
で
準
優

勝
し
た
上
小
阿
仁
小
中
学
校
の
給
食
が
一

日
限
定
で
販
売
さ
れ
、
県
職
員
ら
が
村
の

給
食
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　
１
食
７
０
０
円
で
40
食
用
意
さ
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
は
正
午
の
チ
ャ
イ
ム
と
と
も
に
多

く
の
方
が
買
い
求
め
、
す
ぐ
に
完
売
と
な

り
ま
し
た
。
食
べ
た
方
は
「
こ
ん
な
給
食

を
食
べ
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
う
ら
や
ま
し

い
、
地
元
の
食
材
を
使
用
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
と
て
も
い
い
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

給食の献立に舌鼓

上
小
阿
仁
小
中
学
校
の
給
食
が

県
庁
食
堂
へ
進
出

新
た
な
消
防
自
動
車
が
配
備

さ
れ
ま
し
た

緊
急
時
の
迅
速
な
対
応
を
目
指
し

上
小
阿
仁
村
防
災
広
報
無
線
を
活
用
し
た

情
報
伝
達
等
に
関
す
る
協
定
」
調
印
式
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２
月
26
日
（
金
）
秋
田
市
の
イ
ヤ
タ
カ

に
お
い
て
、
秋
田
市
地
区
か
み
こ
あ
に
会

（
会
長
　
鈴
木
弘
之
氏
）
の
平
成
27
年
度

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
開
催
に
先
立
ち
、
午
後
４
時
か
ら

は
、
会
員
有
志
と
村
商
工
会
ら
と
の
「
第

４
回
か
み
こ
あ
に
経
済
活
性
化
座
談
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
座
談
会
は
、
活
力
あ
る
む
ら
づ
く

り
の
一
助
と
し
て
、
経
済
活
性
化
を
図
る

た
め
の
意
思
疎
通
と
情
報
交
換
を
目
的
に

平
成
24
年
度
総
会
時
か
ら
行
わ
れ
、
今
年

で
４
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
村
の
６
次
産
業
化
の
可
能
性
や
、
村
商

工
業
者
と
秋
田
市
近
郊
の
経
済
取
引
、
村

の
経
済
活
動
・
産
業
構
造
な
ど
の
現
状
と

い
っ
た
３
つ
の
テ
ー
マ
で
話
し
合
い
が
行

わ
れ
、
参
加
し
た
24
人
が
村
の
経
済
活
性

化
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　
座
談
会
終
了
後
、
午
後
６
時
か
ら
は
、

会
員
31
人
、
村
関
係
者
25
人
の
合
計
56
人

が
参
加
し
て
「
平
成
27
年
度
秋
田
市
地
区

か
み
こ
あ
に
会
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、
懇

親
会
で
は
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
、
尽

き
る
こ
と
の
な
い
ふ
る
さ
と
の
話
で
大
い

に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
」へ
の
想
い

 

秋
田
市
地
区
か
み
こ
あ
に
会

 

上
小
阿
仁
村
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の

と
お
り
平
成
28
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

□
奨
学
金
貸
付
額
（
月
額
）

　
高
校
生
　
　
　
　
　
　
　
２
万
円
以
内

　
短
大
及
び
専
修
学
校
　
　
４
万
円
以
内

　
大
学
生
　
　
　
　
　
　
　
５
万
円
以
内

　　　
村
で
は
人
材
確
保
と
定
住
促
進
を
目
的

と
し
て
、
村
の
奨
学
金
を
返
還
中
の
方

で
、
村
に
居
住
し
就
労
し
て
い
る
方
に
、

返
還
す
る
奨
学
資
金
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

□
対
象
者

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
が
対
象
で

す
。
た
だ
し
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の

正
規
職
員
を
除
き
ま
す
。

①
村
内
に
住
民
登
録
を
し
、
現
に
居
住
し

て
就
労
し
て
い
る
方

②
返
還
す
べ
き
奨
学
金
を
滞
り
な
く
返
還

し
て
い
る
方

③
本
人
と
そ
の
世
帯
で
村
税
等
の
滞
納
が

な
い
方

奨
学
金
・
返
還
支
援
金
に
関
す
る
申
請

　
平
成
28
年
３
月
３
月
31
日
（
木
）
ま
で

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
書
の
請
求
、提
出
、問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
　
総
務
学
校
班

　
　
☎
（
60
）
９
０
０
０

 
平
成
28
年
度 

奨
学
生
を
募
集

奨
学
資
金
返
還
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

奨
学
資
金
返
還
支
援
助
成
金
制
度

　
２
月
23
日
（
火
）
沖
田
面
の
福
昌
寺
で

年
に
１
回
行
わ
れ
る
地
獄
絵
図
、「
十
王

経
図
」
の
御
開
帳
が
あ
り
ま
し
た
。

　
旧
暦
の
１
月
16
日
藪
入
り
の
日
、
こ
の

日
は
か
つ
て
商
家
に
住
み
込
み
奉
公
し
て

い
た
人
が
実
家
に
帰
る
こ
と
の
で
き
た
休

日
。
こ
の
日
は
地
獄
で
も
亡
者
を
責
め
た

て
る
こ
と
を
休
む
日
で
あ
り
、
地
獄
の
釜

の
蓋
を
あ
け
て
中
の
様
子
を
見
る
事
が
許

さ
れ
た
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
上
小
阿
仁
小
学
校
の
４
年
生

17
人
が
訪
れ
、
住
職
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
話

を
聞
き
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
書
か
れ
て
い
る
絵
の
説
明
が

あ
り
、
悪
い
行
い
を
し
た
人
が
３
年
間
で

受
け
る
あ
ら
ゆ
る
罰
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま

し
た
。

　
児
童
ら
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
真
剣
な

眼
差
し
で
説
明
を
聞
き
、
質
問
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
福
昌
寺
の
お
茶
の
作
法
に
つ
い
て
も
学

び
、
菓
子
と
一
緒
に
お
い
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
最
後
に
小
林
拓
野
さ
ん
が
「
地
獄
の
掛

図
を
見
て
と
て
も
怖
い
と
思
い
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
良
い
行
い
を
す
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
す
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

福
昌
寺
十
王
経
図
の

　
　
　
　
　
　 

御
開
帳

説明を聞く児童お茶の作法
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平
成
28
年
度
の
交
通
災
害
共
済
と
不
慮

の
災
害
共
済
へ
の
加
入
の
ご
案
内
で
す
。

加
入
申
込
書
は
、
３
月
に
入
っ
て
か
ら
各

集
落
の
「
交
通
安
全
母
の
会
」
代
議
員
の

皆
さ
ん
に
、
全
戸
へ
配
布
・
回
収
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
加
入
く

だ
さ
い
。

◯
災
害
共
済
と
は

・
交
通
災
害

　
　
加
入
者
が
交
通
事
故
（
運
転
・
同

乗
・
歩
行
中
等
問
わ
ず
）
に
よ
り
、
入

院
・
通�

院
し
た
日
数
に
基
づ
い
て
共
済

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

・
不
慮
の
災
害

　
　
加
入
者
が
不
慮
の
事
故
（
作
業
中
の

事
故
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
中
の
事
故
等
）
に
よ
り
、
入
院
し
た

日
数
に
基
づ
い
て
共
済
金
が
支
払
わ
れ

ま
す
。

◯
加
入
資
格

　
　
上
小
阿
仁
村
に
住
ん
で
お
り
、
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

◯
共
済
期
間

　
平
成
28
年
４
月
１
日 

～

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
29
年
３
月
31
日

※
年
度
途
中
で
加
入
し
た
場
合
は
、

　
加
入
し
た
日
の
翌
日 

～

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
29
年
３
月
31
日

◆
共
済
掛
金
（
年
額
）
◆

　
　
交
通
災
害
…
…
…
一
人
　
３
０
０
円

　
　
不
慮
の
災
害
…
…
一
人
　
７
０
０
円

◆
災
害
共
済
金
◆

　
そ
の
他
、
詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
加
入
申
込
書
と
一
緒
に
配
布
さ
れ
ま
す
。）

に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場

総
務
課
企
画
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
企
画
班

　
　
　
☎
（
77
）
２
２
２
１

区　分 交通災害共済 不慮の災害共済

 死　亡 1,000,000 円 600,000 円

 後遺障害の

 程度に応じて

1,000,000 円

  〜

500,000 円

600,000 円

   〜  

300,000 円

傷

害

 入院１日 2,000 円 1,100 円

 通院１日 800 円 対象外

村
の
補
助
金
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す

　
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
置
か
れ
て
い
る
求

職
者
の
就
業
機
会
の
拡
大
を
図
る
ほ
か
、

在
職
者
の
能
力
向
上
を
図
る
た
め
、
村
が

認
め
る
必
要
な
資
格
を
取
得
し
た
者
に
対

し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

（
補
助
金
交
付
対
象
者
）

○
村
内
に
住
民
登
録
を
有
す
る
満
15
歳
以

上
60
歳
未
満
の
者
で
、
今
後
も
引
き
続

き
村
内
に
居
住
す
る
意
思
の
あ
る
者
。

た
だ
し
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
に
在
学

す
る
者
は
除
く
。

○
求
職
活
動
中
で
就
労
の
た
め
に
資
格
を

取
得
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
在
職
者
で

そ
の
就
労
の
能
力
向
上
の
た
め
に
資
格

を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者
。

○
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
納
付
金
を
滞

納
し
て
い
な
い
者

（
補
助
対
象
事
業
）

　
国
家
資
格
、
公
的
資
格
も
し
く
は
民
間

資
格
で
就
業
に
つ
な
が
る
資
格
の
取
得
又

は
研
修
、
講
座
等
の
修
了
を
も
っ
て
取
得

す
る
国
家
資
格
等
の
取
得
と
同
等
の
資
格
。

（
次
の
資
格
は
除
く
。） 

○
普
通
自
動
車
第
一
種
免
許 

○
原
付
免
許
を
含
む
二
輪
免
許

●
問
い
合
わ
せ
先  

産
業
課 

林
務
商
工
班

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
77
）
２
２
２
３

資
格
取
得
支
援
事
業
補
助
金

　
村
民
と
地
域
の
安
全
・
安
心
の
確
保
と

生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
村
内
に

存
す
る
空
き
家
等
の
解
体
に
係
る
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
危
険
空
き
家
と
は
村
内
に
存
す
る
建
物

そ
の
他
の
工
作
物
（
す
で
に
倒
壊
し
た
も

の
を
含
む
）
で
常
時
無
人
の
状
態
に
あ

り
、
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に

よ
り
周
囲
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

り
、
使
用
す
る
こ
と
が
不
能
と
認
め
ら
れ

る
も
の
を
指
し
ま
す
。

（
補
助
対
象
）

○
建
て
替
え
を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と
。 

○
土
地
の
譲
渡
を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と
。 

○
公
共
事
業
等
の
補
償
の
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
こ
と
。

（
補
助
額
）

　
解
体
撤
去
業
者
に
よ
る
危
険
空
き
家
の

解
体
及
び
撤
去
に
要
し
た
工
事
費
3
分
の

1
以
内
と
し
、
30
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　

　
住
民
福
祉
課
　
住
民
福
祉
班

　
　
　
　
　
☎
（
77
）
２
２
２
２

危
険
空
き
家
解
体
事
業
補
助
金

平
成
28
年
度

交
通
災
害
・
不
慮
の
災
害

共
済
の
加
入
に
つ
い
て



76

76

村の純粋な
コスト

村民からの税
収や地方交付
税等

国や県からの
補助金等

通常の村の活
動に伴う資金
の出入り

インフラ整備
に伴う資金の
出入り

村の債務に伴
う資金の出入
り

平成25年度決算財務　　４表の要旨を公表します。

10,094

△2,169

1,866

361

△ 22

0

10,129

633

△ 50

△ 585

△ 2

89

87

　１年間の行政サービス（資産形成を除く）を
提供するうえで発生した費用を表す財務書類で
す。 行政サービスを提供するためにかかった費
用を経常費用、それに伴う収益を経常収益、両
者の差額を純経常行政コストとしてそれぞれ表
示しています。

　全会計バランスシートの純資産（資産から負
債を差し引いた残余）が、1年間でどのように増
減したかを示すもので、それがどういった財源や
要因で増減したのかについても表しています。

村の歳入・歳出をその性質に応じて3つに区分
した財務書類です。1年間の行政サービスに必
要な資金の動きを示しています。

②　行政コスト計算書 ③　純資産変動計算書

④　資金収支計算書

村の職員に
要するコスト

村が最終消費
者となっている
コスト

手数料や施設
使用料などの
村全体の収入

村全体の純粋
なコスト

他会計等への支出額

当年度歳計現金増減額
期首歳計現金残高
期末歳計現金残高

429

317

112

919

287

520

112

844

168

287

388

12

33

△ 21

32

2

34

2,169

2,203

76

科目説明
物　件　費：人件費、維持補修費、扶助費、補

助費等以外の消費的性質の経費を
総称したもの

減価償却費：長期間にわたって使用される固定
資産の取得に要した支出を、その
資産が使用できる期間にわたって
費用配分したもの

他会計への支出等：特別会計等への財政支出や他団体
への公共資産整備補助金等

科目説明
純経常行政コスト：行政コスト計算書で算定さ

　　　　れる、　純粋な行政コスト
補 助 金 等 受 入：国・県からの補助金

科目説明
経 常 的 収 支：経常的な行政サービス活

　　　　動の収支
公共資産整備収支：公共資産の整備にかかる

　　　　収支
投資・財務的収支：地方債の発行・償還にか

　　　　かる収支

8



普通会計の財務書類　　　４表の要旨平成26年度

村では、従来の現金収支に着目した「決算書」に加えて、財政状況をより的確に把握するため、普通会
計の財務書類4 表を作成しています。

　貸借対照表とは、会計年度末（3 月31 日）における村の資産、負債、純資産の状態を明らかにするこ
とを目的として作成されます。貸借対照表の構成としては、左側に資産を表示し、右側に負債及び純資
産を表示しています。
　資産は、将来の世代に引き継ぐ社会資本となる公共資産と、それ以外の債務返済の財源となる資産
から形成されます。一方、負債は、地方債等の将来の世代の負担となる債務から形成され、資産と負債
の差額である純資産が、これまでの世代の負担を意味します。

科目説明
有形固定資産：土地や建物などの不動産、備品などの動産で保有が長期に及ぶ資産
売却可能資産：有形固定資産のうち、遊休資産や未利用資産等の売却が可能な資産
投　資　等：公営企業や外郭団体への出資金、特定目的積立基金、退職手当組合積立金など
資　　　　金：現金及び流動性の高い基金など
流　動　資　産：原則として1 年以内に現金化される資産
退職手当引当金：全職員が年度末に退職したと仮定した場合の退職手当の期末要支給額

　自治体の予算については、当該年度の歳出は当該年度の歳入をもって充てるという会計年度独立の原則
に基づいており、そのため会計の手法も単式簿記・現金主義が採られてきました。しかし、現金主義は、
単年度の支出額を示すものであり、その支出が、現在役立つものなのか、将来にわたって役立つものなの
かの判断が難しい（コストが分かりにくい）という問題があります。また、村が保有する資産についても、
現在価値を把握することの難しさや、将来世代が負うべき負債の把握が難しい（ストックが分かりにくい）
という課題があります。また、企業会計や出資法人などを含めた全体像を示すことも困難でした。
　そこで、自治体が自ら保有する資産・債務の実態を把握し、情報開示を徹底するための手段として、企
業会計的手法を取り入れた公会計の整備の取り組みが行われてきました。
当村では、「新地方公会計制度実務研究会報告書 (H19.10.17 公表 )」に基づき「総務省方式改訂モデル」
を採用し、普通会計にかかる財務書類４表を作成しております。
　今後も、財務書類の整備により、村の財政状況の情報開示を徹底してまいります。また、村が保有する
資産及び村が抱える債務の把握と適切な管理運用についても、一層努めてまいります。

（注） 当レポートにおける各表は、いずれも表示単位の端数処理の関係上、合計等が一致しない場合があります。

①　貸借対照表（バランスシート）

新地方公会計制度に基づく財務書類４表

7

長期未払金等

9,816

0

502

2,580

5

12,904

2,407

313

15

40

2,774

10,129

12,904

学校や道路、
庁舎などのイン
フラ

出資金や基金
など

売却が容易な
資産

将来返済しな
ければならな
い村の負債

9



い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

☎60－9000

　今
回
で
第
６
回
目
と
な
る
活
動
紹
介
は

上
小
阿
仁
村
生
涯
学
習
奨
励
員
会
長
の
齊

藤
進
さ
ん
（
福
舘
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　齊
藤
さ
ん
は
村
の
生
涯
学
習
奨
励
員
の

会
長
と
し
て
、
地
域
住
民
へ
生
涯
学
習
を

推
進
す
る
た
め
日
々
活
動
を
し
て
お
り
ま

す
。
北
秋
地
区
生
涯
学
習
奨
励
員
の
会
長

を
務
め
た
経
験
も
あ
り
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
し
た
お
茶
の
体
験
教
室
や

ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
、
村
内
外
で
様
々
な

活
躍
を
し
て
お
り
ま
す
。

　12
月
12
日（
土
）に
北
秋
田
市
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
た“

Ｇ
ち
ゃ
ん
サ
ミ
ッ
ト”

で
は
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
、
村

の
山
野
草
展
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
コ
ブ
杉
案

内
な
ど
自
身
の
活
動
に
つ
い
て
発
表
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
紹
介
し
た
本
の
他
に
も
ご
ざ
い
ま

　す
。

　ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

としょかんだより
開館時間は午前９時～午後７時です。 
★ひとり５冊まで、10 日間貸出しております。
★貸出の際は「図書利用カード」が必要です
　ので忘れないでください。

卓
球
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
火
・
木
曜
日

　午
前
９
時
30
分
〜

　毎
週
木
曜
日

　午
後
７
時
30
分
〜

■
会
場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
金
曜
日

　午
後
７
時
30
分
〜

■
会
場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ユ
ニ
カ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
木
曜
日

　午
後
１
時
〜

■
会
場

　地
域
セ
ン
タ
ー（
旧
小
沢
田
小
）

太
鼓
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　１
月
13
日
、27
日
、２
月
３
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　午
後
７
時
30
分
〜 

■
会
場

　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ス
キ
ー
教
室

■
開
催
曜
日
・
時
間

　１
月
６
〜
８
日
、
12
日
、
13
日

　
　
　
　
　
　
　午
後
７
時
30
分
〜 

■
会
場

　

 

上
ノ
岱
ス
キ
ー
場
（
雪
の
状

態
に
よ
っ
て
は
中
止
・
変
更
の
場
合
あ

り
） か

み
こ
あ
に

総
合
型
ク
ラ
ブ

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定

今
年
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は

５
月
25
日（
水
）で
す

■
日

　時

　２
月
６
日
（
土
）

　午
後
１
時
30
分
〜（
午
後
１
時
か
ら
受
付
）

　
　
　
　
　
　ミ
ニ
か
ま
く
ら
作
り

　
　
　
　
　
　大
か
ま
く
ら
作
り

　午
後
４
時
過
ぎ
〜

　
　
　
　
　
　キ
ャ
ン
ド
ル
入
れ

　
　
　
　
　
　点

　火

■
会

　場

　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前

　道
の
駅
駐
車
場
周
辺

■
内

　容

　ミ
ニ
か
ま
く
ら
を
作
り
、
夜
に
か
ま
く

ら
の
中
の
ろ
う
そ
く
に
火
を
灯
し
、
鑑
賞

し
ま
す
。
そ
の
他
、
大
か
ま
く
ら
作
り
に

も
挑
戦
し
ま
す
。

■
対

　象

　村
内
在
住
の
保
育
園
児
・
小
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
等

　一
般
の
方
も
参
加
Ｏ
Ｋ
で
す
。

■
協

　力

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
み
ど
り
」

　上
小
阿
仁
村
若
者
会
議

■
申

　込

　公
民
館
備
え
付
け
の
参
加
申
込
用
紙

を
、
保
育
園
・
小
中
学
校
・
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　上
小
阿
仁
村
公
民
館　☎（

60
）
９
０
０
０

　上
記
の
親
子
ミ
ニ
か
ま
く
ら
作
り
に
つ

い
て
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
い
た

し
ま
す
。
作
業
内
容
は
ミ
ニ
か
ま
く
ら
作

り
に
参
加
し
た
参
加
者
の
お
手
伝
い
や
イ

ベ
ン
ト
運
営
の
補
助
な
ど
で
す
。

　村
内
の
高
校
生
は
も
ち
ろ
ん
、
村
外
の

高
校
生
の
方
も
申
込
可
能
で
す
の
で
、
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
お
申
込
く
だ
さ

い
。　

■
申
込
期
限

　平
成
28
年
１
月
29
日（
金
）

■
定

　
　員

　10
名
程
度

■
申

　
　込

　公
民
館
の
申
込
書
に
記
入

　
　
　
　
　
　し
て
提
出
す
る
か
、
電
話

　
　
　
　
　
　で
お
申
込
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　上
小
阿
仁
村
公
民
館　☎（

60
）
９
０
０
０

活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー

第
６
号
　
個
人
紹
介

﹇
福
舘
　
齊
藤
　
進
さ
ん
﹈

　今
年
も
公
民
館
活
動
の
充
実
に
向

け
、
各
種
講
座
、
教
室
等
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

　皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
ご
要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

謹
ん
で
新
年
の

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

【
新
し
く
入
っ
た
本
の
紹
介
】

【
保
育
園
で
の
よ
み
き
か
せ
の
様
子
】

【
無
制
限
貸
出
サ
ー
ビ
ス・延
長
し
ま
す
！
】

【
交
流
大
会
の
お
知
ら
せ
】

■
日
時

　２
月
４
日
（
木
）
　午
後
１
時
〜

■
会
場

　地
域
セ
ン
タ
ー

　卓
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ユ
ニ
カ
ー
ル
・

太
鼓
の
つ
ど
い
は
公
民
館
社
会
体
育
委
託

活
動
が
含
ま
れ
ま
す
。

　参
加
希
望
者
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　か
み
こ
あ
に
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎（
77
）
２
０
４
４

　今
年
で
３
回
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
へ

の
参
加
と
な
り
ま
す
。

　当
日
は
ど
ん
な
運
動
で
も
構
い
ま
せ
ん

の
で
15
分
以
上
継
続
し
て
体
を
動
か
し
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　昨
年
は
参
加
率
64
％
で
し
た
。
今
年
は

参
加
率
65
％
、
金
メ
ダ
ル
を
目
指
し
村
一

体
と
な
っ
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　上
小
阿
仁
村
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　実
行
委
員
会

　☎（
60
）
９
０
０
０

　年
末
に
行
っ
た
貸
出
冊
数
を
無
制

限
に
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
、
１
月
も
継

続
い
た
し
ま
す
。

　小
中
学
校
の
冬
休
み
学
習
や
、
帰

省
中
の
方
な
ど
に
も
、
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

　１
月
に
貸
し
出
さ
れ
た
本
の
返
却

期
限
は
、
２
月
末
と
い
た
し
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
帰
省
中
の
方
に
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　帰
省
中
の
方
は
、
帰
省
先
の
世
帯

主
の
『
図
書
利
用
カ
ー
ド
』
が
必
要

で
す
。
未
登
録
の
場
合
も
対
応
で
き

ま
す
の
で
世
帯
主
の
方
と
ご
同
行
く

だ
さ
い
。

　た
く
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

◎
休
館
日
の
お
し
ら
せ

平
成
28
年

　１
月
11
日（
月
）
成
人
の
日

　2
月
11
日（
木
）
建
国
記
念
日

　
　祝
日
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

＊
本
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

親
子
ミ
ニ
か
ま
く
ら

作
り
を

開
催
し
ま
す

 

「
親
子
ミ
ニ
か
ま
く
ら
作
り
」

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
！

公
民
館
長
杯 

ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会

ゆり組、ひまわり組におじゃましました。

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

☎60－9000

としょかんだより
開館時間は午前９時～午後７時です。 
★ひとり５冊まで、10 日間貸出しております。
★貸出の際は「図書利用カード」が必要です
　ので忘れないでください。

　平
成
27
年
度
最
後
の
こ
と
ぶ
き
大
学
を

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　と

　き

　
　３
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　午
前
10
時
10
分
〜

　と
こ
ろ

　
　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　１
階

　多
目
的
ホ
ー
ル

　修
了
式
で
は
、
皆
勤
賞
・
こ
と
ぶ
き
賞

の
表
彰
を
行
い
ま
す
の
で
、
各
賞
に
該
当

さ
れ
る
方
は
出
席
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　今
年
度
も
１
年
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

来
年
度
も
元
気
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

◇
人
魚
の
眠
る
家（
東
野

　圭
吾
）

◇
人
生
賭
け
て

　（金
本

　知
憲
）

◇
プ
ラ
ー
ジ
ュ

　（誉
田

　哲
也
）

◇
ラ
オ
ス
に
い
っ
た
い
何
が
あ
る

と
い
う
ん
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　（村
上

　春
樹
）

◇
ア
ド
ラ
ー
流
子
育
て

　
　ほ
か

◎
紹
介
し
た
本
の
他
に
も
ご
ざ

い
ま
す
。

　ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

卓
球
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
火
・
木
曜
日

　午
前
９
時
30
分
〜

　毎
週
木
曜
日

　午
後
７
時
30
分
〜

■
会
場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

か
み
こ
あ
に

総
合
型
ク
ラ
ブ

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定

　３
月

20
日（
日
）春
分
の
日
、健
康
増

進
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
、「
第
28
回
上
小
阿
仁
村
長
杯
中
学
校

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
万
灯
火
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　上
小
阿
仁
中
学
校
を
含
む
８
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
、熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。

　午
前
９
時
か
ら
試
合
開
始
と
な
り
、

万
灯
火
点
火
前
の
午
後
５
時
頃
に
終
了

　３
月

20
日（
日
）春
分
の
日
、健
康
増

進
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
、「
第
28
回
上
小
阿
仁
村
長
杯
中
学
校

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
万
灯
火
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　上
小
阿
仁
中
学
校
を
含
む
８
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
、熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。

　午
前
９
時
か
ら
試
合
開
始
と
な
り
、

万
灯
火
点
火
前
の
午
後
５
時
頃
に
終
了

【
新
し
く
入
っ
た
本
の
紹
介
】

【
保
育
園
で
の
よ
み
き
か
せ
の
様
子
】

【
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を

　紹介
し
ま
す
】

　先
月
に
引
き
続
き
、
住
民
福
祉

課
健
康
推
進
班
の
地
区
巡
回
に
同

行
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
回
想

法
を
行
っ
て
い
る
様
子
で
す
。

　こ
の
日
は
、
福
舘
地
区
で
看
護

師
の
健
康
相
談
の
あ
と
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
読
み
き
か
せ
・
唄
・
長

寿
の
話
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　福
舘
地
区
の
皆
様
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
休
館
日
の
お
し
ら
せ

平
成
28
年

　３
月
20
日（
日
）
春
分
の
日

　　祝
日
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

＊
本
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

節分にまつわる紙芝居を
紹介しました

す
る
予
定
で
す
。皆
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
予
定
チ
ー
ム
及
び
組
合
せ

　第
一
試
合（
午
前
９
時
〜
）

　Ａ
コ
ー
ト

　
　上
小
阿
仁
中―

下
北
手
中

　Ｂ
コ
ー
ト

　
　合
川
中―

八
竜
中

　第
二
試
合（
午
前
10
時
20
分
〜
）

　Ａ
コ
ー
ト

　
　森
吉
中―

河
辺
中

　Ｂ
コ
ー
ト

　
　鷹
巣
中―

五
城
目
一
中

　第
二
試
合
終
了
後
、
開
会
式

　
　（午
前
11
時
40
分
頃
を
予
定
）

　第
三
試
合（
午
後
０
時
45
分
〜
）

　第
四
試
合（
午
後
２
時
〜
）

　決
勝
・
三
位
決
定
戦（
午
後
３
時
15
分
〜
）

　終
了
後
、
閉
会
式

　
　（午
後
４
時
40
分
頃
を
予
定
）

※

第
三
試
合
以
降
の
組
み
合
わ
せ
は
、試

合
の
結
果
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　上
小
阿
仁
村
公
民
館

　
　
　
　
　
　☎（
60
）９
０
０
０

【
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表
】

こ
と
ぶ
き
大
学
修
了
式

　と

　き

　
　３
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　午
前
10
時
30
分
〜
受
付

※

こ
と
ぶ
き
大
学
修
了
式
終
了
後
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

　と
こ
ろ

　
　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　１
階

　多
目
的
ホ
ー
ル

　こ
と
ぶ
き
大
学
修
了
式
後
に
、
円
熟
体

操
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
円
熟
体
操
と
は

年
齢
や
運
動
経
験
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

個
々
の
体
力
に
応
じ
て
実
践
で
き
る
、
簡

単
な
体
操
で
す
。
今
回
の
教
室
で
は
イ
ス

に
座
っ
た
ま
ま
出
来
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用

円
熟
体
操
教
室

第
28
回 

上
小
阿
仁
村
長
杯

中
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

「
万
灯
火
大
会
」
開
催

意
し
て
お
り
ま
す
。

　ど
な
た
で
も
気
軽
に
で
き
る
体
操
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
近
所
お
誘

い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
師
　秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー

　
　
　ス
ポ
ー
ツ
主
事

　河
村

　純
子
氏

○
服

　装

　動
き
や
す
い
服
装

○
持
ち
物

　汗
拭
き
用
タ
オ
ル  

飲
物
等

※

当
日
は
こ
と
ぶ
き
大
学
用
の
バ
ス
が

村
内
巡
回
し
ま
す
。
一
般
の
方
の
乗
車

も
可
能
で
す
の
で
、
希
望
す
る
場
合
は

教
育
委
員
会
へ
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
バ
ス
申
込

　
　上
小
阿
仁
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎（
60
）
９
０
０
０

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
金
曜
日

　午
後
７
時
30
分
〜

■
会
場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ユ
ニ
カ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
木
曜
日

　午
後
１
時
〜

■
会
場

　地
域
セ
ン
タ
ー（
旧
小
沢
田
小
）

太
鼓
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　３
月
16
日
（
水
）
　午
後
７
時
〜 

■
会
場

　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　卓
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ユ
ニ
カ
ー
ル
・

太
鼓
の
つ
ど
い
は
公
民
館
社
会
体
育
委
託

活
動
が
含
ま
れ
ま
す
。

　参
加
希
望
者
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　か
み
こ
あ
に
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
　
　☎（
77
）
２
０
４
４

A5（決勝）

A3

A4

上
小
阿
仁

下
　北
　手

合
　
　川

八
　
　竜

森
　
　吉

A1 B1 A2 B2
B3

B4

B5（３位決定戦）

河
　
　辺

鷹
　
　巣

五
城
目
一
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